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新
開
ム
設

部
門
制
崎
重

一
、
人
間
、
問
地
問
、
所
得
鮎
削
附
附

うf

制制出批点宮崎閑閑
m
し
万
全
常
備
制
す
る

M
W
T
占
禁
摂
然
続
論
開

既
存
ヱ
鵠
恨
の
綴
蜘
問
点
宮
岡
田
り
定
数

立
地
の
緩
撒
闘
を
行
い
ザ
ム
機
物
誘
致

合
拙
嗣
制
服
的
問
に
行
う

G

開
閥
、
級
品
目
滞
緩
後
興
計
一
揖

妥
協
の
強
化
攻
隊
智
そ
楽
隊
時
期

同
開
淡
金
融
機
物
等
の
間
同
体
制
哨
削
引
を

促
滋
ず
る
。

ま
た
叫
脳
会
民
総
数
令
官
同
揖
拐
し
級

会
強
化
の
然
増
械
の
確
立
す
る
主

と
も
に
総
合
基
本
隊
緩
の
造
成

に
つ
と
ゐ
事
業
な
近
代
化
し
財

政
令
確
立
す
る
。

甲
車
、
観
党
滋
総
計
画

手
留
品
制
的
の
観
光
間
関
絡
は
議
会
初
出

問
問
明
鋭
的
削
開
叫
致
撲
の
係
官
什
保
護
V
い

づ
と
め
る
と
と
も
に
こ
れ
ら
の

民
物
を
出
附
録
し
た
レ

p
v
l
v

謡

Y
総
殺
に
室
開
問
司
令
際
寺
会
箆

帥
棋
は
安
全
快
潟
市
、
か
っ
近
代
的

感
覚
の
綴
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
ら
の
撃
薬
品
別
組
側
な
も
っ
た
観

光
会
社
を
税
制
倒
的
問
に
誘
致
し
、

総
療
品
闘
に
し
て
文
化
的
匂
か
ゆ

大
衆
的
な
鈴
繋
を
兼
ね
た
開
閉
光

線
な
育
成
す
る
。

穴
、
交
透
明
地
約
液
晶
湘
一
施
設
綴

同綴鮎制蜘閥

都
市
齢
制
緩
に
基
い
て
中
治
姿
街
路

の
齢
撚
醜
聞
を
行
い
附
附
叫
緩
め
時
間
取
紘

後
鐙
に
牌
珊
持
制
緩
蜘
撚
を
推
滋
す
る

主
察
幹
線
附
吋
遂
の
潟
市
総
援
総

出
帥
エ
畿
を
積
極
的
問
に
刊
行
い
完
全

麟
削
船
制
化
に
つ
と
め
る
。

交
通
条
件
念
品
協
議
す
る
た
め
終

選
訊
問
機
以
ヂ
絞
り
幾
徽
た
促
進

し
パ
九
銘
線
の
務
純
紙
合
図
る
。

関
鉄
時
成
田
両
線
の
欄
略
化
を
畑
出
港
し

首
都
外
き
ょ
う
務
状
鉄
滋
然
綾

田
制
緩
出
刷
新
設
を
担
技
官
臨
し
、
旅
客

趨
料
品
籾
の
品
開
送
力
の
政
務
を
間
同
る

中
小
組
問
官
躍
的
粕
貯
水
・
伎
を
解
消
す
る

た
め
』
旭
川
棚
品
開
紬
総
務
の
公
職
県
欄
喝
知
聞

の
税
制
緩
な
間
同
h

ツ
幽
也
知
附
加
入
結
晶
竣

主
務
便
局
等
の
統
一
を
促
進
一
も
す

る。七
、
蜘
闘
機
鮎
制
強

常
務
総
金
計
百
四
品
別
に
発
後
さ
え
ぜ

の
点

雄

策

る
た
め
体
務
ヱ
の
各
国
用
途
v
h
応

じ
た
秩
序
あ
る
お
蜘
明
治
k
ナ
る

た
め
緩
や
市
計
一
泊
に
よ
る
総
畿
地

区
許
制
闘
を
完
全
に
災
泌
す
る
昏

八
、
教
育
文
化
修
生
計
時
轍

現
在
あ
る
幼
児
数
育
施
絞
殺
紛

議
時
制
問
到
し
‘
内
容
掛
盤
縦
闘
に
内

J

と

め
る
主
総
臨
時
に
幼
閥
均
教
育
施
設

の
鴻
設
も
官
級
為
。

中
学
校
の
統
合
議
出
悶
に
φ
い
て

除
級
公
務
僚
の
機
緩
や
ω

機
盤
に

品
骨
耐
服
す
る
。

公
民
館
制
闘
継
機
織
を
新
設
し
て
校

会
品
判
官
円
泌
総
の
整
備
問
先
爽
を
紛

ず
る
。

公
慾
住
宅
二
浪
。
…
戸
、
会
問
公

隊
住
宅
一
一
一
気

O
戸
そ
の
品
問
山
、

0
0
0…
…
円
、
弘
前
三
、
六

0
0一戸

の
徐
容
を
建
設
し
住
宅
不
足
の

緩
和
を
図
る
。

保
育
所
柄
路
榔
熱
波
民
地
崩
品
榔
親
交
慰

安
波
紋
し
疑
事
品
稲
川
悦
快
勝
授
の
整

然
資
擦
を
問
問
る
e

様
子
哲
ょ
う
脱
税
措
控
訴
を
設
臨
臨
し

母
子
悩
関
税
愉
制
緩
め
充
後
か
凶
る

ま
た
制
作
業
養
老
誠
絞
老
人
ホ
ー

ム
を
設
置
し
て
滋
令
者
。
緩
終

を
間
関
る
。

じ
ん
・
か
い
処
閣
時
場
及
が
し
段
処

刑
期
務
出
口
柄
数
品
開
増
強
な
級
事
環
境

紛
生
の
内
向
上
を
問
削
る
お

間
関
民
健
厳
然
後
世
事
業
の
党
機
慨
を

間
関
る
た
め
絡
合
的
出
問
機
セ
ン
タ

ー
も
官
時
間
設
す
る
争

丸
、
行
時
間
数
同
制
悩

新
町
の
…
縁
側
制
緩
保
の
た
め
交

努
の
鋭
機
会
を
咽
常
務
す
る
。

判
別
附
町
一
舎
を
建
描
臥
し
て
網
開
演
の
綾

織
と
事
務
的
熱
線
ガ
品
践
の
品
以
岨
智
弘
寝

間同る。

券
常
勤
分
間
聞
の
絞
総
合
部
付
い
常

僻
開
端
問
問
問
を
新
殺
し
、
制
例
防
カ
の

強
化
と
災
後
附
削
除
に
万
岳
山
恥
官
級

ず
る
。

金
融
ぬ
の
脚
内
政
に
対
す
る
婆
求
を

線
復
す
る
た
め

P
E
出
問
機
守
党

爽
す
る
e

行
政
務
絞
殺
た
節
約
し
て
町
民

所
得
の
出
向
上
と
相
後
っ
て
対
財

殺
を
磁
立
し
て
と
の
建
設
計
飼

え
の
投
資
の
ω
問
視
闘
を
確
保
ナ
る

I!trの人
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初

、"

薬

剤

撤

帯

は

金

珂

担

iまえと蚊めいない襲?をつくり

は
え
、
紋
の
附
附
臨
開
会
は
じ
め
地
内
務
綴
援
を
務
総
に

し
て
、
伝
染
病
絡
の
ぬ
生
命
予
防
し
、
崎
明
る
く
役
み

よ
い
衛
生
約
な
燦
競
合
つ
く
る
た
め
に
、

A
品
附
町
二
党

に
春
の
大
相
姉
除
を
行
い
ま
す
の
で
、
と
れ
が
磁
波
完

成
に
鍔
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
制
御
緩
い
掛
到
し
ま
ず
。

大
掃
除
の
期
間

三
月
二
十
周
臼
よ
り

悶
月
ぷ
十
送
開
時
設
で

扱
取
手
数
科
が

改
正
さ
削
い
み
た

間
関
同
月
…
日
か
ら
や
荷
な
を
数
渓
v
h
持
け
い
総
数
総
領

自
認
の
と
お

P
汲
哨
明
子
絞
め
中
n
v
h
関
紙
争
制
例
数
ハ
蕊
悶
H
V

数
料
が
改
正
さ
れ
ま
は
淡
駁
肱
吋
に
務
金
会
柏
戦
き
ま
す

込

山

滑

ら

せ

い

出

担

保

7

;

一
場
一
成
祭
プ
小

統

一

と

き

岡

山

月

十

崎

明

五

倫

明

改

正

後

支

出

出

家

家

中

也

P

マ

…

淡

町

知

子

1

2

w

t

z

w

…
後
緩
社
幽
出
法

一

十

例

十

双

凶

け

寝

中

託

子

縮
機
中
本
絹
判

官
索
令

制
盟
後
然
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月

各

学

技

の

入

学

式

小
学
校
図
月
間
円
以

小
学
級
の
入
今
犬
神
帖
各
教
鵠
悦
品
世

間
同
月
間
間
口
H

午
約
九
棋
吋
か
ら
、
山
市

学
校
は
m
開
月
五
お
か
T
輪
開
九
時
吋
か

ら
行
わ
れ
ま
す
e
燃
に
入
学
期
端

知
世
胃
は
発
送
し
て
あ
静
ま
す
が

本
年
度
の
入
学
該
当
春
以
左
の

‘
と
お
り
で
す
9

。
小
学
校
開
明
和
二
十
八
年
間
同
月

一
一
日
か
ら
間
昭
和
二
十
九
匁
問
問
湾

}
お
ま
で
に
集
ま
れ
た
表

。
巾
叩
欽
d

叫
悦

m
m
和
利
二
十
二
匁
間
同
月
一
一
同
時
か

ら
間
制
約
一
何
十
一
品
線
開
問
時
月
一
関
ま

で
に
山
附
議
し
た
議
で
小
学
納
税
出
口

欄
阿
抑
制
品
宮
市
ヤ
議
し
た
端
科

副
部
闘
は
各
学
校
w
h

純
文
品
目
一
安
設

け
ま
す
mw
で
入
学
滋
鎗
索
令
指
弾

に
提
示
し
て
下
さ
い
。
持
掛
如
却
も

れ
の
該
当
審
は
当
E
H
各
学
教
の

受
付
係
へ
由
甲
山
側
て
下
さ
い
。

ま
だ
山
飯
島
民
挙
後
等
で
山
隣
席
で
き

な
い
山
々
は
、
桝
橋
一
潟
ま
た
は
口
頭

に
て
そ
の
世
間
然
絞
へ
取
出
向
て
下

さ
い
。

田
軍
人
@
軍
属
と

そ
の
遺
族
の皆

機
へ

恕
紛
の
繍
求
を
し
ま
し

偽

柵

為

必
ム
カ

阪
商
恥
入
、

w
恥
開
附
ハ
附
榔
州
開
人
仇
留

品
開
〈
〉
の
制
品
払
聞
は
附
m和
二
十
八

年
か
ら
信
明
治
し
て
支
給
し
℃
い

ま
す
が
こ
の
際
紛
は
特
別
の
療

情
が
な
い
限
り
資
格
の
あ
る
方

は
法
律
が
施
行
に
な
っ
た
認
か

ら
七
年
間
(
第
一
一
凶
は
今
年
の

七
月
三
十
一
日
限
れ
ソ
〉
を
慾
ぎ

ま
す
-t
叫
吋
品
川
に
な
れ
ツ
輪
開
求
が
で

き
ま
せ
ん
。

ま
だ
納
制
ボ
し
な
い
方
凶
休
明
出
品
鳳
役

場
か
閥
附
向
け
の
倹
側
附
附
織
に
お
脳
内
会

せ
下
容
い
。
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春

先

ふ
a

，。ま
ず
は
の
機
陥
引
に
波
紋
し
て

ね
銭
安
時
開
ぎ
ま
し
ょ
う
。

…

お

容

な

…

山

た

し

か

め

る

…

①
川
内
出
だ
け
で
な
く
鶏
人
や

子
供
だ
け
で
留
守
番
を
す
る
家

機
で
は
ふ
だ
ん
引
に
も
入
n
H

に
銭

安
か
け
米
紛
潟
が
あ
っ
て
も
必

ず
だ
れ
で
あ
る
か
な

g

磁
め
て
か

ら
ゆ
品
開
か
い
附
附
け
る
よ
う
後
淡
づ

け
の
乙
k
m

一

カ

ギ

は

刊

日

二

段

一

…

…

段

に

…

i
f
i
a
i
t
-
z
i
-
-

①
外
出
刊
に
は
一
日
で
認
内
す
と

わ
か
る
鍵
の
か
け
方
を
し
な
い

よ
う
に
ア
ム
炎
し
、
昼
間
関
か
ら
溺

仰
を
開
閉
め
た
号
、
放
た
く
も
の

h
g
と
り
入
れ
て
お
く
こ
と
は
、

か
え
っ
て
駁
守
の
と
主
会
紛
ら

せ
る
こ
、
と
に
な
れ
ワ
宮
す
。

あ
き
数
ね
ら
い
や
‘
官
品
び
と
み

は
、
ね
ら
っ
た
中
棋
の
ふ
n
H
げかずか

分
位
で
開
聞
か
な
か
っ
た
協
吋
同
体
あ

告
ら
め
る
主
い
わ
れ
て
お
り
昔
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